
* * * *弐番館　ー02号室　洋室壁の中からの異音について 調査部位　　図表示

＊ 調査日 2010/*/* ◎添え付けの簡略図及び写真の参照をお願い致します。

＊ 調査時間 17時28分～18時27分

＊ 調査人 ㈱チュウマン建企社　中馬　　　設備業者　1名

＊ 立会い人 ー02号室住人　（本人）

＊ 調査場所 弐番館　ー02号室　洋室　洗面所　廊下パイプシャフト内

＊ 状況 3週間程前から、洗面所のシングルレバ-（写真②）の開閉時（特に締めた時）に洋室壁（写真①）の位置より

カタカタ音がするとの事で、実際に洗面所（写真②）シングルレバ-の開閉を行うと、洋室壁（写真①）位置

より、カタカタとの音を確認した。　流し台でレバ-の開閉を行っても同様の現象がおきた。

次にー02号室の廊下パイプシャフト内の目視　触診調査を行った。（写真③　④　⑤）　給湯器を取り付けて

いる枠に（写真⑥　⑦　⑧）に緩みがあったので、締め付けを行い、再度レバ-の開閉を行ったが改善しなかった。

触診でパイプシャフト内の（写真④）の給水管（写真④）及び給湯管（写真④）を一菅ずつ触り洗面所

シングルレバ-（写真②）の開閉を行ったところ、給水管（写真④）に異常は見られなかったが、給湯器から

繋がっている給湯管（写真④）に振動が見られた。

また、ー02号室で、給水　給湯を使用していない時　（時間帯　18時20分～18時21分の１分間に2回）小さな

カタカタと音を確認した。　この日は、確認出来なかったが、住人の方によれば、時間帯に応じて、かなりの

音がするとの事。

ー02号室で給水　給湯を使用していない時の音を確認したので、18時27分に調査を終了した。

＊ 推測 現状ではパイプシャフト内（写真④）の給湯器から繋がっている給湯管が洗面所シングルレバ-の開閉を

行った時に振動しており、その給湯管（写真④）がコンクリト壁の中を横に貫通して配管されており、その

裏側は、密封空間があり振動で伝わった音が外に拡散される事なく、密封された状態で音が拡幅されて

異音が発生しているものと推測する。

＊ 原因 いわゆる、水撃作用　（ウオ-タ-ハンマ-）現象であると推測する。

水撃作用　（ウオ-タ-ハンマ-）とは

水圧菅内　（水道管　給湯管）水流を急に締め切った時に水流の慣性で、衝撃、振動水圧が発生する現象

である。

（現象自体は、水に限らず、液体全体で生じる事もある）

＊ 対策 パイプシャフト内の給湯管（写真④）を、コンクリ-ト壁に金具で固定する（この場合スペ‐スが狭い為

1ヶ所固定しか出来ないかもしれません）

ウオ‐タ‐ハンマ-防止用の部品を給湯器と既設給湯管（写真④）の間にとりつける。

※いわゆる、水撃作用　（ウオ-タ-ハンマ-）現象である為、修繕して100%改善されるとは限りません。

㈱　チュウマン建企社
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パイプシャフト裏側密閉空間に通っている水道本管

　給湯管はパイプシャフト裏側

　実際に水撃作用が起きている 　スペ-スに通っている

　給湯管

給湯管 給水管

＊対策 金具で固定する

ー02号室　パイプシャフト内部 ウオ-タ-ハンマ-防止用の部品を取り付ける
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給湯器取り付け枠の緩み

給湯器取り付け枠の緩み

給湯器取り付け枠の緩みの締め付け

直後　調査したが、異音に

変化は無かった
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